
記者発表資料 

令和４年度 第１回 荒川水系河川整備計画フォローアップ委員会の 
開催について 

国土交通省関東地方整備局では、荒川水系の大臣管理区間を対象とした当面の河川整備の目標と具

体的な実施内容等を示した「荒川水系河川整備計画【大臣管理区間】」を策定し、河川整備等を実施してい

ます。 

この度、以下のとおり「令和４年度 第１回 荒川水系河川整備計画フォローアップ委員会」を開催します

のでお知らせします。 

記 

（１）開催日時 

令和４年１１月４日（金） １５：４０～１７：２０（予定） 

（２）開催場所 
さいたま新都心合同庁舎２号館 ５階 共用中会議室５０３（会議会場） 
                 共用中会議室５０２（一般傍聴会場） 
住所：埼玉県さいたま市中央区新都心２－１ さいたま新都心合同庁舎２号館 
開催場所の最寄り駅:ＪＲ京浜東北線・高崎線・宇都宮線「さいたま新都心駅」から徒歩 

約５分、ＪＲ埼京線「北与野駅」から徒歩約７分 

（３）議事（予定） 

・荒川水系河川整備計画の点検について 

・事業再評価 

・荒川直轄河川改修事業（荒川第二・三調節池） 

・荒川総合水系環境整備事業 

（４）公開等 

・カメラ撮り等は、冒頭部分のみ可能です。 

・報道機関以外の方で傍聴を希望される方は、別室で傍聴が可能です。

・その他、取材や傍聴等に関する詳細は、別添資料 1及び 2をご覧下さい。 

・委員会での配布資料は、委員会終了後、関東地方整備局ホームページに掲載する予定です。 
関東地方整備局ホームページ（http://www.ktr.mlit.go.jp/）→河川→社会資本整備→ 

河川整備基本方針、整備計画→荒川水系河川整備計画 

令和４年１０月２８日（金） 
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荒川水系河川整備計画フォローアップ委員会 

委員名簿 

淺枝 隆  埼玉大学名誉教授

沖 大幹      東京大学大学院工学系研究科教授 

加藤 孝明      東京大学生産技術研究所教授 

鈴木 伸治     横浜市立大学大学院都市社会文化研究科教授 

田中 規夫     埼玉大学大学院理工学研究科教授 

知花 武佳     東京大学大学院工学系研究科准教授 

手塚 広一郎    日本大学経済学部教授 

堂本 泰章  河川環境保全モニター 

横山 勝英     東京都立大学都市環境学部教授

       （敬称略 五十音順） 

    オブザーバー 

    関係都県（埼玉県、東京都） 



（別添資料１） 

「令和４年度 第１回 荒川水系河川整備計画フォローアップ委員会」の

開催について（報道の方へ） 

標記委員会について下記のとおり開催しますので、お知らせいたします。 

記 
１．開催日時 

  令和４年１１月４日（金） １５：４０～１７：２０（予定） 

２．開催場所 
さいたま新都心合同庁舎２号館 ５階 共用中会議室５０３（会議会場） 
住所：埼玉県さいたま市中央区新都心２－１ さいたま新都心合同庁舎２号館 
開催場所の最寄り駅:ＪＲ京浜東北線・高崎線・宇都宮線「さいたま新都心駅」から徒歩約５分 

ＪＲ埼京線「北与野駅」から徒歩約７分 
※駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用下さい。 
※当庁舎はセキュリティ強化を目的にＩＣゲートが設置されております。庁舎２階の入退館手
続き時には身分証（社員証、免許証、保険証、パスポート等）で身分確認をさせていただい
ておりますので、来館の際には忘れずに身分証をご持参いただくようお願い致します。 

３．委員会の公開 

 カメラ撮り等は、冒頭部分のみ可能です。 

４．報道関係者の受付 

 受付日時 令和４年１１月４日（金） １５：１０～１６：１０まで 
 受付場所 さいたま新都心合同庁舎２号館 ５階共用中会議室５０３（会議会場） 
 事前の登録は不要です。 
 当日、受付にて必要事項を記入の後、係員の指示により会場へ入場をお願いします。 
 会場には、報道関係者用のスペースを設ける予定ですが、会場の都合により座席に限りがござ
いますのであらかじめご了承ください。 

 当日は、受付にて「受付証」をお渡ししますので着用をお願いします。なお、お帰りの際に受
付へ返却下さい。 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、受付で質問票の記入及び署名を頂き、以下の

症状がある方は入場をご遠慮いただきます。また、会場ではマスクの常時着用をお願いしま

す。 

 ・風邪の症状や 37.5℃以上の発熱がある方 

 ・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある方 

 ・その他、ご自身の体調に不安がある方 

また、会場ではマスクの常時着用と検温の協力をお願いします。 

５．取材に当たっての注意事項 

取材に当たっては、以下の注意事項をご確認いただき、その遵守へのご協力をお願いします。 

 当日、建物は他の団体も使用していますので、他団体の迷惑にならないようご協力をお願いし
ます。 

 報道関係者傍聴席での座席取りは、ご遠慮下さい。 
また、一つの社で多数の席を占有することのないようご協力をお願いします。 

 事務局の指定した場所以外での撮影及び取材はご遠慮ください。 
 報道席でのＰＣ等の使用は、議事や他の報道の方へ迷惑にならない限り可能です。 
 取材に必要となる電源は、各社（各自）にてご用意下さい。 
 携帯電話は、マナーモードにするか、電源をお切り下さい。 
 会場では、着席のうえ、静粛に傍聴して下さい。 



 会場での飲食及び喫煙はご遠慮下さい。 
 事故防止の観点から、取材に当たっては節度ある行動をお願いします。 
 手荷物・貴重品等の管理は各自にてお願いします。 
 委員会の円滑な進行のため、係員の誘導、指示に従ってください。 



（別添資料２） 

「令和４年度 第１回 荒川水系河川整備計画フォローアップ委員会」

の開催について（一般の方へ） 

標記委員会について下記のとおり開催しますので、お知らせいたします。 

記 
１．開催日時 

  令和４年１１月４日（金） １５：４０～１７：２０（予定） 

２．開催場所 
さいたま新都心合同庁舎２号館 ５階 共用中会議室５０２（一般傍聴会場） 
住所：埼玉県さいたま市中央区新都心２－１ さいたま新都心合同庁舎２号館 
開催場所の最寄り駅:ＪＲ京浜東北線・高崎線・宇都宮線「さいたま新都心駅」から徒歩約５分 

ＪＲ埼京線「北与野駅」から徒歩約７分 
※駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用下さい。 
※当庁舎はセキュリティ強化を目的にＩＣゲートが設置されております。庁舎２階の入退館手
続き時には身分証（社員証、免許証、保険証、パスポート等）で身分確認をさせていただい
ておりますので、来館の際には忘れずに身分証をご持参いただくようお願い致します。 

３．委員会の公開 

 会議の傍聴は、別室において中継映像による公開で行います。 

４．傍聴希望者の受付 

 受付日時 令和４年１１月４日（金） １５：１０～１６：１０まで 
 受付場所 さいたま新都心合同庁舎２号館 ５階共用中会議室５０２（一般傍聴会場） 
 事前の登録は不要です。 
 当日、受付にて必要事項を記入の後、係員の指示により会場へ入場をお願いします。 
 当日は、受付にて「受付証」をお渡ししますので着用をお願いします。なお、お帰りの際に受
付へ返却下さい。 

 受付は先着順とし、会場の都合上、座席数は３０名程度になります。満席になり次第、受付を
終了させていただきますので、その際はご了承下さい。 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、受付で質問票の記入及び署名を頂き、以下の

症状がある方は入場をご遠慮いただきます。また、会場ではマスクの常時着用をお願いしま

す。 

 ・風邪の症状や 37.5℃以上の発熱がある方 

 ・強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある方 

 ・その他、ご自身の体調に不安がある方 

また、会場ではマスクの常時着用と検温の協力をお願いします。 

５．傍聴に当たっての注意事項 

傍聴に当たっては、以下の注意事項をご確認いただき、その遵守へのご協力をお願いします。 

 当日、建物は他の団体も使用していますので、他団体の迷惑にならないようご協力をお願いし
ます。 

 事務局の指定した場所以外に立ち入ることはできません。 
 他の傍聴者の迷惑になるような行為は、慎んで下さい。 
 携帯電話は、マナーモードにするか、電源をお切り下さい。 
 会場では、着席のうえ、静粛に傍聴して下さい。 
 会場での飲食及び喫煙はご遠慮下さい。 
 手荷物・貴重品等の管理は各自にてお願いします。 
 委員会の円滑な進行のため、係員の誘導、指示に従ってください。 


